
生活習慣病予防健診受診者の

業態別リスク保有割合

平成27年5月作成

使用データ：平成24年度茨城支部健診受診者リスト



【方法】

しかし、生活習慣病に関連するリスク保有割合は全て

協会けんぽ茨城支部は、加入者1人あたり医療費は全国平均と比較して低く、平成24年度は、

てにおいて全国平均を上回っている。

目的・方法

【目的】

また、加入事業所は中小企業を中心に様々な業態で構成されていることから、業態ごとのリ

スク保有割合を把握することで効率的・効果的な保健事業の実施に繋げる。

沖縄、長野に次いで3番目に低かった。
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【方法】

平成24年度に生活習慣病予防健診を受診した、任意継続被保険者を除く35歳以上の茨城

支部被保険者の検査結果データから、業態ごとに腹囲、血圧、脂質、代謝、メタボ等の各リス

ク保有割合と喫煙割合、入院及び外来の1人あたり医療費等を算出した。なお、算出にあたっ

ては業種によって年齢構成や性別構成に差があるため、業種間の差を分析するにあたり年齢

性別調整を実施した。業態別のリスク保有者の割合に関しては、特徴的な結果が出た運輸業

と運輸業以外においてカイ２乗検定を、1人あたり医療費についてはMann-Whitney（マン・ホ

イットニー）検定を実施した。



業態区分対応表

大区分 小区分

農林水産業 農林水産業

鉱業、採石業、砂利採取業 鉱業、採石業、砂利採取業

建設業
総合工事業
職別工事業
設備工事業

製造業

食料品・たばこ製造業
繊維製品製造業
木製品・家具等製造業
紙製品製造業
印刷・同関連業

大区分 小区分

金融・保険業 金融・保険業

不動産業、物品賃貸業
不動産業
物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービ
ス業

学術研究機関
専門技術サービス業

飲食店・宿泊業
飲食店
宿泊業

生活関連サービス業、娯楽業
対個人サービス業
娯楽業製造業 印刷・同関連業

化学工業・同類似業
金属工業
機械器具製造業
その他の製造業

電気・ガス・熱供給・水道業 電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業 情報通信業

運輸業、郵便業
道路貨物運送業
その他の運送業

卸売・小売業

卸売業
飲食料品以外の小売業
飲食料品小売業
無店舗小売業

教育・学習支援業 教育・学習支援業

医療・福祉
医療業・保健衛生

社会保険・社会福祉・介護事
業

複合サービス業 複合サービス業

サービス業

職業紹介・労働者派遣業
その他の対事業所サービス業
修理業
廃棄物処理業
政治・経済・文化団体

公務 公務
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リスク判定基準

各リスク 判定基準

①腹囲リスク
・内臓脂肪面積が100㎠以上
・内臓脂肪面積の検査値がない場合は、腹囲が男性で85㎝以上、
女性で90㎝以上

②血圧リスク
・収縮期血圧130mmHg以上、または拡張期血圧85mmHg以上、
または高血圧に対する薬剤治療あり

③代謝リスク
・空腹時血糖110mg/d以上、または糖尿病に対する薬剤治療あり
・空腹時血糖の検査値がない場合は、HbA1c5.5％以上、③代謝リスク ・空腹時血糖の検査値がない場合は、HbA1c5.5％以上、
または糖尿病に対する薬剤治療あり

④脂質リスク
・中性脂肪150mg/dl以上、またはHDLコレステロール40mg/dl未満、
または脂質異常症に対する薬剤治療

メタボリック予備群
・①に該当し、かつ②～④のうち1項目のみに該当
・非該当にはメタボリックリスク該当が含まれている

メタボリックリスク ・①に該当し、かつ②～④のうち2項目以上に該当
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リスク保有割合の全国比較
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健診データに関するレーダーチャート（男性） 健診データに関するレーダーチャート（女性）

5位

8位

5位 13位5位

12位全国

茨城支部

全国

茨城支部

（全国を100とした場合の指数） （全国を100とした場合の指数）

健診データ項目におけるリスク保有率は、どの項目においても全国平均を上回っている。茨城支部
加入者には生活習慣病（協会けんぽの医療費分析では「悪性新生物、糖尿病、心疾患、高血圧症、
脳血管疾患、高脂血症」を生活習慣病と設定している）の罹患リスクが高いと考えられる。
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業態別被保険者数構成割合

製造業
71,536

21%

サービス業
26,722

学術研究、専

門・技術サービ

ス業
14,638

4%

公務
10,675

3%

生活関連サー

ビス業、娯楽業
9,183

3%

教育・学習支援

業
5,932

2%

情報通信業
5,412

1%

飲食店・宿泊業
5,405

1%

その他
16,693

5%

（平成24年度末時点）

茨城支部

製造業
3,811,660

19%

医療・福祉
運輸業、

学術研究、専

門・技術サービ

ス業
712,047

4%

飲食店・宿泊業
624,764

3%

生活関連サー

ビス業、娯楽業
606,447

3% 公務
530,662

3%

不動産業、物

品賃貸業

434,790
2%

情報通信業
374,492

2%

その他
986,126

5%

全国

全国、茨城支部とも上位6業種で全体の約8割を占めている

医療・福祉
71,195

21%

卸売業・小

売業

40,203
12%

建設業
34,105

10%

運輸業、

郵便業

31,931
9%

26,722
8%
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茨城支部
n=343,630

医療・福祉
3,323,505

17%

卸売業・小

売業

2,881,560
15%

サービス業
1,914,584

10%

建設業
1,787,808

9%

運輸業、

郵便業

1,545,287
8%

全国
n=19,533,732



茨城支部業態別健診受診者構成割合（n=88,702）

製造業
21288
24%

運輸業、郵便業

6994

学術研究、専門・技術

サービス業
4537
5%

生活関連サービス

業、娯楽業, 2514, 3%

不動産業、物品賃貸業

1732
2%

情報通信業
1707
2%

飲食店・宿泊業
1162
1%

教育・学習支援業
997
1%

その他
3868
4%

（平成24年度健診受診者より
リスク判定が可能な方を抽出）

今回の分析対象である健診受診者についても、
上位6業種で全体の約8割を占めている

医療・福祉
14285
16%

卸売業・小売業
12250
14%

建設業
9406

11%

サービス業
7962
9%

6994
8%
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業態別健診受診率（参考） （平成24年度）

33.7%

36.7%

40.0%

40.6%

41.1%

41.6%

44.1%

52.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

建設業

サービス業

学術研究、専門・技術サービ…

生活関連サービス業、娯楽業

製造業

卸売業・小売業

不動産業、物品賃貸業

情報通信業

業態によって健診受診率が大きく異なっている
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34.6%

22.5%

23.6%

25.6%

30.4%

31.1%

茨城支部合計

その他

教育・学習支援業

運輸業、郵便業

医療・福祉

飲食店・宿泊業



業態別・性別構成割合

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

製造業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービ…

卸売業・小売業

飲食店・宿泊業

教育・学習支援業

生活関連サービス業、娯楽業

医療・福祉

男性 女性

（14,285）

（2,514）

（997）

（1,162）

（12,250）

（4,537）

（1,732）

（21,288）

全体的に男性の割合が高いが、業態によっては構成割合が大きく異なる。医療・福
祉では女性の、運輸業・郵便業や建設業などでは男性の割合が圧倒的に高い。

茨城支部合計

その他

運輸業、郵便業

建設業

情報通信業

サービス業

製造業
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（21,288）

（7,962）

（1,707）

（9,406）

（6,994）

（3,868）

（88,702）

（ ）内は健診受診者数



業態別・年齢別の構成割合

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

卸売業・小売業

生活関連サービス業、娯楽業

製造業

不動産業、物品賃貸業

医療・福祉

学術研究、専門・技術サー…

飲食店・宿泊業

情報通信業

30代後半 40代前半 40代後半 50代前半 50代後半 60代前半 60代後半 70代前半

（1,707）

（1,162）

（4,537）

（14,285）

（1,732）

（21,288）

（2,514）

（12,250）

全体的に30代～40代の占める割合は5割程度だが、情報通信業では7割以上と高い。

茨城支部合計

その他

運輸業、郵便業

建設業

サービス業

教育・学習支援業

卸売業・小売業
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（ ）内は健診受診者数

（12,250）

（997）

（7,962）

（9,406）

（6,994）

（3,868）

（88,702）



①業態別の腹囲リスク保有割合

34.2%

34.6%

34.7%

35.1%

35.7%

36.7%

36.9%

39.2%

28.0% 30.0% 32.0% 34.0% 36.0% 38.0% 40.0%

生活関連サービス業、娯楽業

不動産業、物品賃貸業

卸売業・小売業

教育・学習支援業

医療・福祉

飲食店・宿泊業

建設業

運輸業、郵便業

性別・年齢構成比を調整後

【腹囲リスク】

・内臓脂肪面積が100㎠以上

※5％の有意水準で有意差あり

※

運輸業・郵便業が39.2％と最も高く、次いで建設業（36.9％）、飲食店・宿泊業
（36.7％）の順になっている。最も低い業態は製造業で32.7％であった。

35.1%

36.0%

32.7%

33.3%

33.5%

34.0%

茨城支部平均

その他

製造業

情報通信業

学術研究、専門・技術サービス業

サービス業
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・内臓脂肪面積が100㎠以上

・内臓脂肪面積の検査値がな
い場合は、腹囲が男性で85㎝
以上、女性で90㎝以上



②業態別の血圧リスク保有割合

42.3%

42.9%

43.5%

43.7%

43.8%

46.2%

46.6%

48.9%

30.0% 32.0% 34.0% 36.0% 38.0% 40.0% 42.0% 44.0% 46.0% 48.0% 50.0%

医療・福祉

飲食店・宿泊業

サービス業

教育・学習支援業

生活関連サービス業、娯楽業

卸売業・小売業

製造業

運輸業、郵便業

性別・年齢構成比を調整後

※5％の有意水準で有意差あり

※

運輸業・郵便業が48.9％と最も高く、次いで製造業（46.6％）、卸売業・小売業（46.2％）
の順になっている。最も低い業態は学術研究・専門技術サービス業で37.9％であった。

44.3%

41.5%

37.9%

39.2%

40.0%

41.5%

茨城支部平均

その他

学術研究、専門・技術サービス業

情報通信業

不動産業、物品賃貸業

建設業
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【血圧リスク】

・収縮期血圧130mmHg以上、
または拡張期血圧85mmHg以

上、または高血圧に対する薬
剤治療あり



③業態別の代謝リスク保有割合

14.9%

15.1%

15.7%

16.4%

16.6%

16.8%

16.9%

17.9%

8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

製造業

建設業

医療・福祉

情報通信業

飲食店・宿泊業

運輸業、郵便業

性別・年齢構成比を調整後

【代謝リスク】

※5％の有意水準で有意差あり

※

運輸業・郵便業が17.9％と最も高く、次いで飲食店・宿泊業（16.9％）、情報通信業
（16.8％）の順になっている。最も低い業態は学術研究・専門技術サービス業で
12.4％であった。

15.7%

15.1%

12.4%

14.1%

14.2%

14.9%

茨城支部平均

その他

学術研究、専門・技術サービス業

教育・学習支援業

不動産業、物品賃貸業

卸売業・小売業
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・空腹時血糖110mg/d以上、また
は糖尿病に対する薬剤治療あり

・空腹時血糖の検査値がない場
合は、HbA1c5.5％以上、または
糖尿病に対する薬剤治療あり



④業態別の脂質リスク保有割合

30.4%

30.4%

30.9%

31.1%

31.2%

31.8%

33.5%

36.0%

18.0% 20.0% 22.0% 24.0% 26.0% 28.0% 30.0% 32.0% 34.0% 36.0% 38.0%

サービス業

学術研究、専門・技術サービス業

医療・福祉

教育・学習支援業

情報通信業

不動産業、物品賃貸業

建設業

運輸業、郵便業

性別・年齢構成比を調整後

【脂質リスク】

※5％の有意水準で有意差あり

※

運輸業・郵便業が36.0％と最も高く、次いで建設業（33.5％）、不動産業、物品賃貸
業（31.8％）の順になっている。最も低い業態は飲食店・宿泊業で27.6％であった。

31.0%

31.4%

27.6%

28.6%

30.1%

30.4%

茨城支部平均

その他

飲食店・宿泊業

製造業

生活関連サービス業、娯楽業

卸売業・小売業
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・中性脂肪150mg/dl以上、ま
たはHDLコレステロール
40mg/dl未満、または脂質異
常症に対する薬剤治療あり



業態別のメタボ該当者割合

15.0%

15.8%

15.1%

15.5%

15.5%

16.0%

16.5%

20.1%

13.0%

12.5%

13.5%

13.1%

13.6%

13.4%

13.6%

13.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

サービス業

不動産業、物品賃貸業

教育・学習支援業

卸売業・小売業

医療・福祉

飲食店・宿泊業

建設業

運輸業、郵便業

メタボ該当 メタボ予備群該当

性別・年齢構成比を調整後

【メタボリックリスク】
・腹囲リスクのほか、2項目

※5％の有意水準で有意差あり

※

メタボ、予備群を合わせると、運輸業・郵便業が33.9％と最も高く、次いで建設業
（30.2％）、飲食店・宿泊業（29.4％）の順になっている。最も低い業態は製造業と学
術研究、専門・技術サービス業で27.0％であった。

15.7%

15.4%

14.2%

13.6%

14.3%

13.8%

15.0%

13.3%

13.6%

12.7%

13.4%

12.9%

13.6%

13.0%

茨城支部平均

その他

製造業

学術研究、専門・技術サービ…

情報通信業

生活関連サービス業、娯楽業

サービス業
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・腹囲リスクのほか、2項目
以上のリスクに該当

【メタボリック予備群】
・腹囲リスクのほか、1項目
のみのリスクに該当



業態別の喫煙者割合

33.8%

35.2%

35.9%

37.7%

39.0%

40.1%

41.8%

43.1%

14.0% 19.0% 24.0% 29.0% 34.0% 39.0% 44.0% 49.0%

サービス業

不動産業、物品賃貸業

卸売業・小売業

製造業

建設業

飲食店・宿泊業

生活関連サービス業、娯楽業

運輸業、郵便業

性別・年齢構成比を調整後

運輸業・郵便業が43.1％と最も高く、次いで生活関連サービス業、娯楽業（41.8％）、
飲食店・宿泊業（40.1％）の順になっている。最も低い業態は教育・学習支援業で
23.0％であった。

35.6%

31.1%

23.0%

26.3%

26.4%

28.0%

茨城支部平均

その他

教育・学習支援業

情報通信業

学術研究、専門・技術サービス業

医療・福祉
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上位６業種別レーダーチャート：運輸業・郵便業

（茨城支部平均を100とした場合の指数）0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

腹囲リスク

血圧リスク

代謝リスク

脂質リスク1人あたり外来医療費

年あたり入院日数

年あたり外来日数

運輸業、郵便業

茨城支部平均

※

※：5％の有意水準で有意差あり
n.s：有意差なし

※

※

※

※

性別・年齢構成比を調整後
（年あたり日数を除く）

・全てのリスクにおいて平均を大きく上回り、特にメタボ、喫煙率の高さが目立つ。
・特に年あたり入院日数の高さが目立つ。
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メタボリック予備群

メタボリックリスク喫煙率

1人あたり入院医療費
n.s ※

※
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・正規分布していないため、 Mann-Whitney（マン・ホイットニー）検定を実施
・有意水準は5％とし、有意差は確認できた。



入院医療費の分布状況
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平均値：65,634点

中央値：34,806点中央値：37,064点

平均値：76,722点
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・正規分布していないため、 Mann-Whitney（マン・ホイットニー）検定を実施
・有意水準は5％とし、有意差は確認できなかった。
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上位６業種別レーダーチャート：製造業

（茨城支部平均を100とした場合の指数）0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

腹囲リスク

血圧リスク

代謝リスク

脂質リスク1人あたり外来医療費

年あたり入院日数

年あたり外来日数

製造業

茨城支部平均

性別・年齢構成比を調整後
（年あたり日数を除く）

・全体的にリスク割合は茨城支部平均より低めだが、喫煙率と血圧リスクはやや高い。
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メタボリック予備群

メタボリックリスク喫煙率

1人あたり入院医療費



上位６業種別レーダーチャート：医療・福祉

（茨城支部平均を100とした場合の指数）0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

腹囲リスク

血圧リスク

代謝リスク

脂質リスク1人あたり外来医療費

年あたり入院日数

年あたり外来日数

医療・福祉

茨城支部平均

性別・年齢構成比を調整後
（年あたり日数を除く）

・リスク保有割合は、ほぼ平均並みだが、1人あたり医療費が入院外来ともに高い。
また、年あたり外来日数も多い。

20

メタボリック予備群

メタボリックリスク喫煙率

1人あたり入院医療費



上位６業種別レーダーチャート：卸売業・小売業

（茨城支部平均を100とした場合の指数）
0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

腹囲リスク

血圧リスク

代謝リスク

脂質リスク1人あたり外来医療費

年あたり入院日数

年あたり外来日数

卸売業・小売業

茨城支部平均

性別・年齢構成比を調整後
（年あたり日数を除く）

・血圧リスクが若干高い他、ほぼ平均並みである。
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メタボリック予備群

メタボリックリスク喫煙率

1人あたり入院医療費



上位６業種別レーダーチャート：建設業

（茨城支部平均を100とした場合の指数）0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

腹囲リスク

血圧リスク

代謝リスク

脂質リスク1人あたり外来医療費

年あたり入院日数

年あたり外来日数

建設業

茨城支部平均

性別・年齢構成比を調整後
（年あたり日数を除く）

・血圧以外の各リスクにおいて平均を上回り、入院医療費、年あたり入院日数とも高い
傾向にある。
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メタボリック予備群

メタボリックリスク喫煙率

1人あたり入院医療費



上位６業種別レーダーチャート：サービス業

性別・年齢構成比を調整後
（年あたり日数を除く）

（茨城支部平均を100とした場合の指数）75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

腹囲リスク

血圧リスク

代謝リスク

脂質リスク1人あたり外来医療費

年あたり入院日数

年あたり外来日数

サービス業

茨城支部平均

・1人あたり医療費や年あたり診療日数を含め、全てのリスクにおいて平均を下回っている。
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メタボリック予備群

メタボリックリスク喫煙率

1人あたり入院医療費



【平成24年度 道路貨物運送業】

（男性）

腹囲 血糖>=126 HbA1c>=5.2 中性脂肪>=150 HDL<40 LDL>=140 血圧>=130 血圧>=85 メタボ 喫煙

全国 48.0% 9.4% 47.0% 29.8% 8.4% 31.9% 44.6% 33.5% 23.4% 55.2%

茨城支部 54.9% 10.2% 50.3% 36.4% 11.5% 31.7% 50.7% 37.2% 27.7% 56.9%

（女性）

腹囲 血糖>=126 HbA1c>=5.2 中性脂肪>=150 HDL<40 LDL>=140 血圧>=130 血圧>=85 メタボ 喫煙

全国 12.9% 2.8% 39.4% 10.1% 1.6% 29.2% 26.9% 16.3% 4.3% 24.1%

茨城支部 10.6% 3.0% 42.3% 11.4% 2.2% 27.9% 31.5% 20.8% 5.5% 22.0%

【平成24年度 その他の運輸業】

全国の運輸業と茨城支部の運輸業とのリスク保有割合の比較（参考）

同じ運輸業間でも、茨城支部は全国平均よりリスク保有割合が高い【平成24年度 その他の運輸業】

（男性）

腹囲 血糖>=126 HbA1c>=5.2 中性脂肪>=150 HDL<40 LDL>=140 血圧>=130 血圧>=85 メタボ 喫煙

全国 53.8% 11.1% 46.6% 36.0% 11.2% 33.7% 44.5% 34.1% 24.9% 52.1%

茨城支部 57.9% 11.3% 51.7% 42.8% 16.5% 29.6% 49.8% 37.1% 28.3% 47.3%

（女性）

腹囲 血糖>=126 HbA1c>=5.2 中性脂肪>=150 HDL<40 LDL>=140 血圧>=130 血圧>=85 メタボ 喫煙

全国 14.7% 3.4% 36.5% 11.5% 1.6% 29.5% 26.9% 16.0% 4.6% 22.6%

茨城支部 15.3% 2.1% 46.6% 14.2% 2.6% 26.4% 29.6% 19.3% 7.2% 25.3%

24

（出典）全国健康保険協会本部・国立保健医療科学院の共同分析結果より

同じ運輸業間でも、茨城支部は全国平均よりリスク保有割合が高い



茨城県トラック協会との連携（団体広報誌に記事掲載）

25



茨城支部には様々な業種の事業所があるなか、特に運輸・郵便業の
リスク保有割合が高く、1人あたり医療費の中央値についても運輸
業・郵便業以外と比較して入院外では高い。年あたり入院日数も多
い。また、他の分析結果によると、同じ運輸業で比較しても茨城支部
の運輸業は全国平均より健康リスクが高い結果も出ている。

これらの結果を踏まえ、平成26年9月に運輸業界の団体である茨城
県トラック協会を訪問し、業態別のリスク保有割合をまとめた資料を
提示のうえ連携した取り組みについて協力を求めたところ、同協会が

考察

提示のうえ連携した取り組みについて協力を求めたところ、同協会が
会員事業所に対して毎月発行している『茨城トラック情報』10月号
に運輸業界の健康実態に関する記事を無料で掲載していただいた。

現時点では、業界団体広報誌への記事掲載といった連携にとどまっ
ているが、今後はこの結果を資料として運輸業の抱える健康問題を共
有し、健康づくりプログラムの提案など、データヘルス計画の一環と
して事業所と一体となって解決すべく連携を深めていきたい。
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元データ（参考）

業態 腹囲リスク 血圧リスク 代謝リスク 脂質リスク
メタボリック
予備群

メタボリック
リスク

喫煙率

製造業 32.7% 46.6% 15.7% 28.6% 12.7% 14.2% 37.7%

医療・福祉 35.7% 42.3% 16.6% 30.9% 13.6% 15.5% 28.0%

卸売業・小売業 34.7% 46.2% 14.9% 30.4% 13.1% 15.5% 35.9%

建設業 36.9% 41.5% 16.4% 33.5% 13.6% 16.5% 39.0%

サービス業 34.0% 43.5% 14.9% 30.4% 13.0% 15.0% 33.8%

運輸業、郵便業 39.2% 48.9% 17.9% 36.0% 13.8% 20.1% 43.1%

学術研究、専門・技術サービス
業

33.5% 37.9% 12.4% 30.4% 13.4% 13.6% 26.4%

（性別・年齢構成比を調整後）

生活関連サービス業、娯楽業 34.2% 43.8% 15.1% 30.1% 13.6% 13.8% 41.8%

不動産業、物品賃貸業 34.6% 40.0% 14.2% 31.8% 12.5% 15.8% 35.2%

情報通信業 33.3% 39.2% 16.8% 31.2% 12.9% 14.3% 26.3%

飲食店・宿泊業 36.7% 42.9% 16.9% 27.6% 13.4% 16.0% 40.1%

教育・学習支援業 35.1% 43.7% 14.1% 31.1% 13.5% 15.1% 23.0%

その他 36.0% 41.5% 15.1% 31.4% 13.6% 15.4% 31.1%

茨城支部平均 35.1% 44.3% 15.7% 31.0% 13.3% 15.7% 35.6%
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元データ（参考）

業態
健診受診者

1人あたり入院医療
費

健診受診者
1人あたり外来医療費

健診受診者
年あたり入院日数/千人

健診受診者
年あたり外来日数/千人

製造業 25,822 円 89,864 円 1.22 日 19.24 日

医療・福祉 29,178 円 115,945 円 1.03 日 23.74 日

卸売業・小売業 26,189 円 93,934 円 1.11 日 19.12 日

建設業 28,692 円 94,628 円 1.49 日 19.58 日

サービス業 22,382 円 92,824 円 1.15 日 19.97 日

運輸業、郵便業 26,913 円 91,004 円 1.64 日 18.09 日

学術研究、専門・技術サービス業 18,027 円 89,244 円 0.78 日 19.01 日

（医療費については性別・年齢構成比を調整後）

学術研究、専門・技術サービス業 18,027 円 89,244 円 0.78 日 19.01 日

生活関連サービス業、娯楽業 20,390 円 88,325 円 0.86 日 20.51 日

不動産業、物品賃貸業 23,667 円 91,502 円 1.02 日 19.99 日

情報通信業 20,123 円 93,812 円 0.77 日 15.77 日

飲食店・宿泊業 31,899 円 82,959 円 1.86 日 17.88 日

教育・学習支援業 30,806 円 103,765 円 1.30 日 21.21 日

その他 23,480 円 94,803 円 1.05 日 22.31 日

茨城支部平均 25,935 円 95,327 円 1.20 日 20.34 日
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